
◆植栽景観の現状の課題
【今後の連携方策】 課題解決への主な対応• 新たに完成した大門ダムのダムサイト周辺では、眺望スポットとして彩り豊かな植栽、周遊ルートとして来訪者のもてなしが求められる。 • 桜やモミジ等の彩りのある樹種の植栽

• 遊歩道等と案内サインやベンチ等の環境整備貯水池周辺の保全・活用や地域の観光との連携等に向けた、県、地元自治体、地域住民の役割分担。
信貴山・大門ダム

整備のコンセプト：
山と水辺に映える彩りづくり山と水辺に映える彩りづくり山と水辺に映える彩りづくり山と水辺に映える彩りづくり新たに完成した大門ダムと山腹に広がる朝護孫子寺の伽欄が特徴ある景観を形成する地区エリアNo.
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◆エリアの特徴的な景観

ダム湖周辺（大門ダム正面）の様子ダム湖周辺（大門ダム正面）の様子ダム湖周辺（大門ダム正面）の様子ダム湖周辺（大門ダム正面）の様子

桜類を中心とした植樹や休憩ベンチ・案内サインの設置を行い、ダムサイトの周遊ルート形成を図る短短短短期期期期 ｲﾒｰｼﾞ図平面図
現況写真 整備イメージダム湖周辺の人工林を伐採し、ヤマザクラ・モミジ類を主とした植栽を行い、水辺景観の魅力向上を図る短短短短期期期期
視点場整備や案内サイン設置により、ダム湖周辺のレクリエーション利用に対応した園路整備を図る短短短短期期期期整備イメージ 整備イメージ

□大門ダムダムサイト周辺

道路沿いに四季の彩りを感じさせる花を植栽し、のどか村へのアクセス道路の魅力向上を図る長長長長期期期期□のどか村へのアクセス道路 現況写真


